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公 式 試 合 記 録

試合番号 開催日 開始時間

・GSK（52分）チャレンジ権喪失、山梨学院大学（53分）チャレンジ権喪失

プール／回戦 試 合 会 場
⑩ 11月19日（土） 12:15  女子準決勝 大井ホッケー場 メインピッチ

山梨学院大学
0 2  Q 0

 グラクソ・スミスクラインOrange United
0 3  Q 1

（山梨県）

第83回 全日本女子ホッケー選手権大会
2022年11月17日（木）～11月20日（日） 

公益社団法人

日本ホッケー協会

チーム名 0 1  Q 0

4  Q （ 栃木県 ）

出場時間 背番号 氏   名 (GK/C) Ｇ Ｙ Ｒ

× 1 西永 空 (C) 38 10 2

Ｒ 出場時間 背番号 氏   名 (GK/C) Ｇ Ｙ

佐藤 瑞帆

3 2 松田 朋実

× 4 中村 莉緒

× 5 加藤 夏美 (C)

× 3 駒形 羽良々 (GK)

× 3 中村 詩織

3 5 黒田 栞

× 6 福永 舞衣 ×

5 7 水野 百華 7 8

6 山根 麻衣子

柴田 ひかる

× 8 大塚 美季

5 9 髙島 鈴唯

× 9 伊藤 由貴

6 10 渡邊 未彩季

6 15 松波 芽依 × 12 小宮 晴菜

× 10 キム・チェユン × 11

(GK)

町田 未来

× 17 早川 佳夏 7 14

6 13 伊藤 星

島谷 日菜子

16 松 花衣

× 19 澤口 莉奈

5 23 滝沢 風香

6 15 狐塚 由衣

× 16

× 26 若狭 真依 × 17

田中 彩樹

狐塚 美樹

× 27 松田 昌実 30

× 29 米山 まいり

× 18 工藤 優 (GK)

コーチ コーチ 小澤 和幸

× 30 松田 尚実 6 20

× 19 五島 梨奈

 監  督  監  督
ジョン・シアン  渡邊 あかね

米山 千春

アンパイア アンパイア
我妻 順子 堀 詩以奈
スコアリング ジャッジ タイミング ジャッジ
増田 久則 吉田 明日香
 Ｔ  Ｏ リザーブ アンパイア
中野 典子 佐竹 由加里

チーム 時間 № 種類 得点 № 種類 得点
GSK 31 11 FG 0 1

チーム 時間 № 種類 得点 チーム 時間

種類： FG =  ﾌｨｰﾙﾄﾞｺﾞｰﾙ．PC =ﾍﾟﾅﾙﾃｨｺｰﾅｰ．PS = ﾍﾟﾅﾙﾃｨｽﾄﾛｰｸ

特記事 VUMP 小原 直也
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0 1Q 0
0 2Q 0
0 3Q 1
0 4Q 0

テクニカルオフィサー 中野　典子
アンパイア

我妻　順子
ジャッジ 増田　久則/吉田　明日香 堀　詩以奈

得点
山梨学院：

GSK：31分（町田、FG）

戦評

山梨学院のセンターパスにより試合が開始された。序盤から山梨学院が高い位置でポジションを取
り前線から積極的に攻めていく。7分山梨学院が右サイドからのドリブルインでPCを獲得。スイープ
シュートからのリバウンドを押し込むが、いずれもGSK18番GK工藤の好守に阻まれる。GSKは前線
に人数をかけながらパスを繋いでいくも山梨学院の堅い守備により中々サークルへの侵入できな
い。両者無得点のまま第1Qを終える。第2Qに入りGSKは再三サイドから積極的にドリブルを仕掛
け相手陣地への侵入を試みる。24分GSK17番狐塚の左サイド突破から19番五島に繋いでシュート
を放つも決めきれず。山梨学院は守備に徹する時間が続き苦しい展開を強いられる。30分山梨学
院27番松田がグリーンカードで2分退場。山梨学院は1人少ない状態での戦いを強いられるが、両
者無得点のまま第2Qが終了。第3Q開始早々の32分GSKが右サイドからサークル内へと侵入。細
かいパスワークで繋ぎ、最後は浮き球をゴール左で待ち構えていた11番町田が上手く合わせてが
先制点を奪う。対する山梨学院は38分に1番西永がグリーンカードで2分間の退場となる。39分GSK
は前線のプレスでボールを奪うと早いリスタートから左サイドでフリーの8番柴田が強烈なヒット
シュートを放つも山梨学院GK3番駒形がファインセーブで弾きだす。山梨学院は10番キムチェイン
を起点に前線にロングパスを送り込むが上手く前の選手に合わせることができない。第3Qは両者
無得点でGSK1点リードのまま最終第4Qを迎える。48分山梨学院26番若挟が左サイドから駆け上
がりゴール前まで持ち込むがGSKの堅い守備の前にシュートまで持ち込むことができない。52分山
梨学院がPC獲得。キムがスイープシュートを放つもディフェンスにブロックされる。53分サークル付
近の競り合いからのこぼれ球を山梨学院9番高島が強烈なリバースシュートを放つもGK工藤に弾
かれる。58分山梨学院はGKを下げてパワープレーに出る。最後まで山梨学院は攻撃の手を緩め
なかったが、GSKの固い守備の前にシュートまで持ち込むことができずそのまま試合終了となり、
GSKが勝利した。

第2試合

山梨学院大学  グラクソ・スミスクライン Ｏrange United0 1




